








結論 

我々は、正常腎糸球体基底膜の中に含まれる腎炎惹起活性を有する糖ペプチド Nephritoge

noside を抽出し,その化学構造の全貌をほぼ明らかにすることが出来た。さらにその化学

全合成もほぼ完成した。そこで,我々はこの腎炎を惹き起こす化学物質の構造の一部置換に

よる治療薬の開発に着手している。 

この治療薬開発の試みはまだ緒のついたばかりであるが、簡便なスクリーニング法の開発

に最近成功しているので、この研究は今後かなりスピードアップされることになるであろ

う。更に,Nephritogenoside が腎糸球体基底膜のみでなく各種臓器に広く分布していると

いう事実は今後に多くの示唆を与えると考える。 


